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WEB ANALYSIS 11.1.1 FOR IBM i インストール クイック スタート 
 
 

 
 

サーバーの要件 
 

•  Windows 2003 SP1 (R2 にも対応)  
または 
Windows 2003 SP1、Server Enterprise x64 Edition  
(R2 にも対応) 

•  1 GB 以上のディスク領域 
•  1 GB RAM 以上 
物理メディアを使用してご使用のリリースをインスト

ールする場合は DVD-ROM が必要。 
•  サポートされている RDBMS 
を使用しているデータベース 
リポジトリ(特定の要件については、Oracle 
の「Installation Start Here」 

マニュアルを参照してください) 
 

次のサードパーティ製ソフトウェアも必要です。 
 
•  NetWeaver BI と SAP BW 7.0 の接続には、SAP JCO 

2.1.7 を使用する必要があります。Microsoft SQL 
Server の場合、Microsoft SQL Server (2005 または 
2000 SP3a) Analysis Services が必要です。 

SSAS クライアントと SSAS 
サーバーのバージョンは一致する必要があります。 

•  SQL Grid の接続 (SQL Grid with Oracle Database、IBM 
DB2、および Microsoft SQL Server)—Merant ドライバ 

•  X 仮想フレーム バッファ (X11/Xvfb) 
またはハードウェア グラフィック表示デバイス * 
 
* Oracle では、ハードウェア 
グラフィック表示デバイスの代わりに X 
仮想フレーム バッファ (Xvfb) 
を使用することをお勧めします (Xvfb 
では、すべての操作をメモリ内で実行し、画面また

は入力デバイスをコンピュータに接続する必要がな

いため)。 
 
 

クライアントの要件 
 

•  Windows Vista (Home Edition を除く)、Windows XP 
Professional SP2、または Windows Server 2003 SP1 (R2 
にも対応)。 

•  x86-32 プロセッサ、1.6 GHz 以上  
(Windows 2003 SP1 の場合 x86-64 も対応) 

•  すべてのクライアントに 1 GB RAM 推奨 
•  EPM システム インストーラ:8 GB のディスク領域 

(インストール後、これらのファイルとアセンブリを

削除できます) 
• 物理メディアを使用してご使用のリリースをインス

トールする場合は DVD-ROM が必要。 
•  MS Internet Explorer 6.0–7.0.x または Mozilla Firefox 

2.0.x 
•  Java Runtime Environment 1.5.0 Update 12  

 

JAVA™ PLUG-IN 
 

Web Analysis Java Web Client および Web Analysis 
Administration Tools を使用するには、Java Plug-in 
1.5.0_12 以上が必要です。  
 

Plug-in がインストールされていない場合、Web 
Analysis アプリケーションのいずれかを起動し 
たときに、Plug-in をインストールするかどう 
か問い合わせるメッセージが表示されます。Plug-in 
のロードには、数分かかることもあります。 
 

注意：Plug-in をインストールするには、PC 
に対する管理権限が必要です。  
 
 WEB ANALYSIS FOR IBM I をインストールするには 
 

インストール手順の詳細は、『Essbase for IBM i 
Installation Guide』の第 5 章を参照してください。 
 

1. DVD ドライブに DVD を挿入します。 
2. DVD の \Windows フォルダからすべての zip 

ファイルを PC の一時フォルダにコピーします。 
3. 同じ一時フォルダにすべての zip 

ファイルを解凍します。ファイルを上書きするか
どうかを尋ねるメッセージが表示された場合は、
[はい] をクリックします。 

4. InstallTool.cmd をダブルクリックしてインストー 
ラを起動します。  

 
 

マニュアル 
 

既知の問題点や制限事項は、DVD にある Web 
Analysis for IBM i ReadMe、またはテクニカル 
サポート Web サイト http://support.spss.com 
を参照してください。  
 
Oracle-Hyperion EPM 11.1.1 の完全なマニュアルは、 

下記の Oracle Web サイトを参照してください。 
http://download.oracle.com/docs/cd/E12825_01/nav/porta
l_1.htm  
 
SPSS Inc. テクニカル サポートのサービスを、 

お客様の保守のために使用することができます。お

客様は、サポートされているハードウェア環境でイ

ンストールする場合、テクニカル 
サポートに連絡することができます。テクニカル 
サポートは http://support.spss.com 
です。お客様自身、会社を証明するもの、システム

のシリアル番号をご用意ください。  

お客様からのご意見やご要望は、大切に扱わせて頂

きます。SPSS Inc. 
製品についてのご意見、ご感想は電子メールで 
suggest@spss.com までお送りください。 
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